
令和２年１月号 No.82

編集発行：愛知県立農業大学校農 大 だ よ り

農学科の令和元年度

卒業論文発表会を開催しました

令和元年度農学科卒業論文発表会を、12

月19日(木)に開催しました。昨年までは卒

業論文の進行スケジュールを考慮して１月

に開催していましたが、この発表会が１月

中旬に開催される東海・近畿ブロック農業

大学校学生研究及び意見発表会の予選会を

兼ねていることもあり、そちらの開催に合

わせて３週間ほど早めて実施しました。

農学科では、２年生全員が一人１課題以

上のプロジェクト活動に取り組んでいま

す。学生自らが農業を学ぶ中、また専攻実

習に取り組む中で感じた疑問点や改善点を

課題とし、様々な試験を行いながら得られ

たデータを科学的に検証し、卒業論文とし

てまとめます。

卒業論文発表会はその成果の発表の場

で、専攻毎に選抜された２年生９名（昨年

度に引き続き養豚・養鶏専攻からは２名発

表）が10分間の発表を行うもので、自分の

取り組んできたテーマを全学生の前で発表

できる絶好の機会です。

当日は、いずれの発表者も専攻の代表で

あるという自覚と責任を持って、素晴らし

い発表を行いました。

審査は、友松校長始め４名の審査員が「発

表内容」「発表方法及び態度」「質疑に対す

る応答」の各審査項目に基づいて実施し、

厳正なる審査の結果、最優秀賞１名と優秀

賞２名を選出しました。

各賞の受賞者は以下のとおりです。

最優秀賞：樋口翔太（養豚・養鶏専攻）

「豚深部注入カテーテルを用いた人工授精

における精液量の削減」

優 秀 賞：荒木 亨（切花専攻）「スプ

レーギクの側芽の除去量と品質」

優 秀 賞：渡邊亜利紗(作物専攻)「水稲

品種「あいちのかおり」における密苗栽培

の有効性検討」

最優秀賞の樋口翔

太君の発表は、養豚

場で普及が進む新し

い人工授精技術の改

善についてまとめた

ものでした。経済性

の試算も行い、卒業後は県内でトップクラ

スの養豚の法人に就職する彼ならではの情

熱ある取組でした。

審査委員長である友松校長の講評では、

「限られた期間や条件の中での取組みに苦

労したと思うが、どれもレベルの高い内容

のある素晴らしい発表であった。」と本人

や専攻の関係者に労いの言葉をかけまし

た。

[受賞者と校長(前列)、発表者(後列)]

なお、最優秀賞の樋口翔太さんは「東海

・近畿ブロック農業大学校学生研究及び意

見発表会」に本校代表として参加しました。

（農学科 中谷 洋）
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[発表する樋口君]
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東海・近畿ブロック農業大学校学生

研究及び意見発表会で最優秀の成績納める

東海・近畿ブロックの農業大学校９校に

よる学生研究及び意見発表会が、令和2年

１月16日(木)から17日(金)の２日間にわた

り、滋賀県立男女共同参画センターで開催

されました。

16日に開催された発表会には、本校の代

表として、本校の卒論発表会及び意見発表

会でそれぞれ最優秀賞を受賞した樋口翔太

君（養豚・養鶏専攻２年）と森下響君（施

設野菜専攻１年）の２名が参加しました。

樋口君は、研究発表

の部で「豚深部注入カ

テーテルを用いた人工

受精における精液量の

低減」、森下君は意見

発表の部で「私の目指

す農業経営～我が家の

トマトを世界へ～」と

題しそれぞれ発表しま

した。

両名とも、本校での

発表会の時よりも発表

方法を工夫するととも

に、練習も重ね、研究

の成果や自らの考え・

思いを、審査員や聴衆

の学生を前に、表現力

豊かに訴えていました。

９名の審査員による厳正なる審査の結

果、両名とも第１位の最優秀賞とすばらし

い成績を収め、愛知県が最優秀賞をダブル

受賞する快挙を成し遂げました。

この結果、両名とも２月12日(水)～14日

(金)に東京都で開催される「全国農業大学

校等プロジェクト発表会・意見発表会」に、

東海・近畿ブロックの代表として参加する

こととなりました。東海・近畿ブロック大

会に続いての全国大会での健闘が期待され

ます。

また、発表会後には、宿泊するホテルの

地下１階にある中華料理店で引き続き交流

会を開催し、参加した学生同士が府県、部

門を超えて打ち解けあう様子があちこちで

見られました。

[受賞した各府県の発表者たち(左から１,４番目が本校発表者]

発表会翌日の17日には、表彰式が開催さ

れ、本校の代表２名がいずれも晴れやかな

表情で表彰状を授与されていました。

その後、参加者はバスで移動し、近江八

幡市浅小井町にある「浅小井農園」を視察

しました。

この農園では、７名の従業員と面積 80a
の超低コスト耐候性ハウスで中玉トマトを

周年栽培しています。収穫物は京都、大阪、

関東や名古屋のデパートやスーパー、地元

の直売所に直接出荷しています。JGAP 認
証を取得しており、農場内の管理マニュア

ル等のルール作りや従業員教育に JGAP を
活用しています。

参加した各校の学生は、次世代の農業生

産施設を目の前にし、前日の発表の疲れも

すっかり忘れ、トマトの生理に合わせたき

め細やかな管理方法を勉強していました。

また、JGAP 認証を取得するメリットや
出荷先や販路の開拓方法等について、熱心

に質問していました。

（農学科 榎本 剛士）

[樋口君(養豚・養鶏専攻)]

[森下君(施設野菜専攻)]
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農大産大豆を使って豆腐と味噌作り

作物専攻では、大豆の栽培から加工まで

の技術の習得を目的として、栽培と併せて

自分たちが栽培した大豆を使って味噌作り

と豆腐作りの加工演習を毎年行っています。

本年度は、昨年 11 月 28 日(木)に、作物
専攻の２年生７名が、大豆の加工技術を学

ぶため、外部講師から指導を受けながら味

噌作りと豆腐作りを実習しました。

豆腐作りでは煮

た大豆から絞った

豆乳にニガリを入

れ、型に入れて重

しをかけて成形し

ました。その後、

水の中で豆腐を取

り出しました。ま

た、加工の過程で出たオカラについてもサ

ラダとハンバーグに調理しました。初めて

大豆から豆腐を作った学生からは「市販の

豆腐よりも味が濃くておいしい。」という声

が聞かれました。

味噌作りでは、大豆を圧力鍋で煮た後、

タライの中に入れてつぶし、それに米麹と

豆麹、天塩を混ぜたものをボール状にして

殺菌した容器に隙間ができないように投げ

込んでいきました。そして、冷暗所に１年

間保存します。例年仕込んだ味噌は次年度

の農大祭で

五平餅用の

味噌作りに

使用してい

ます。１年

後どのよう

な味噌にな

っているか

楽しみです。

（農学科 古川 恵）

汎用コンバインを利用した大豆の収穫実習

作物専攻では、大豆収穫作業の実習とし

て、毎年、有限会社小久井農場から汎用コ

ンバインをお借りして実演を行っています。

本年度は、昨年 12 月 13 日(金)に、作物
専攻 15名が大豆の収穫作業を学ぶため、有
限会社小久井農場の従業員から指導を受け

ながら汎用コンバインを用いた大豆の収穫

に取り組みました。

収穫前に汎用コンバインの仕組みや収穫

方法についての講習を行い、その後実演を

行いました。学生も、操作方法や収穫のコ

ツを教えてもらいながら、実際に収穫作業

を体験しました。大豆の収穫は水稲の収穫

と違い、刈り取りの高さが高くなると収穫

ロスが多くなるため、刈り取りの高さ調節

が難しくなります。そのため、水稲の収穫

作業を体験している学生たちも、操作が難

しく収穫に苦労していました。体験した学

生からは、「水稲の収穫よりも難しい。」、「刈

り取りの高さ調節に気を遣う。」という声が聞

かれました。

今年度の大豆は７月の長雨による播種の

遅れで実の充実が悪く、収量は例年より低

くなってしまいました。収穫した大豆は篩

によって選別を行い、次年度の加工演習で

の味噌造りに使用するほか、地元で味噌造

りと販売を行っている団体に販売します。

（農学科 古川 恵）

[汎用コンバインによる大豆収穫]

[農大産手作り味噌を仕込み中]

[講師の指導で豆腐づくり]
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緑 の 学 園 研 修

高校生が農業大学校の実習を体験

農業体験実習を通して農業への関心を深

めてもらうことを目的に、高校生を対象と

した「緑の学園研修（一日農業体験学習）」

を年間に５回開催しています。

令和元年12月24日(火)に、本年度最後の

研修を実施し、12名が参加しました。

午前に農大の概要説明と学生寮や校内の

施設、ほ場の見学を行いました。

午後は参加者の希望する体験コース（花

き、野菜、畜産）に分かれ、専攻の学習内

容の説明を受けた後、冬休みの当番で出校

している在校生と共に花苗の寄せ植えや野

菜の収穫作業等を体験しました。寒い中の

実習でしたが、専攻の指導職員や農大の学

生から指導を受けながら、真剣に取り組ん

でいました。

参加した高校生からは、「優しく教えて

くれて実習が楽しかった。」、「農大に入学

したい。」との感想が聞かれました。

[野菜専攻で実習体験中の高校生たち]

本年度の緑の学園研修は、夏季に４回、

冬季に１回を開催しましたが、農業高校を

はじめ各校の御協力により、延べ131名（昨

年122名）の参加者を得て無事終了するこ

とができました。参加者の内訳は、72％が

県内農業関係高校生で、うち３年生が75％

（昨年60％）でした。また、75％が非農家、

男女の比率は概ね２対１でした。

この研修は高校生の皆さんに、実際に見

て、体験して農大を実感してもらう大切な

機会と考えています。本年度の評価や反省

を踏まえて、令和２年度も引き続き開催す

る予定です。

（就農支援科 野村 芳江）

農業者育成支援研修

研修生９名が約８か月間の研修を修了

農業を担う多様な人材を育成するため、

新たに農業を始めようとする人を対象とし

て実施した農業者育成支援研修の閉講式を

令和２年１月20日(月)に実施し、研修生９

名が修了しました。

研修生は、５月から約８か月間、共同及

び個人でのほ場実習、講義、農家実習に取

り組み、露地野菜を中心とした農業の基礎

的な技術、知識を習得しました。

閉講式に先立ち、研修生各自が今後の抱

負について述べる時間を設けました。この

研修で身に付けた技術・知識を活用して農

福連携やSDG’s＊に取り組む者、就農しな

がら地域の農家の指導を得て技術向上に取

り組む者など、各自からたいへん前向きで

熱意溢れる決意が語られました。そして、

本校職員に対する謝辞と共に「一緒に研修

に取り組んだ仲間たちのネットワークを今

後も大切にしていきたい。」との発言があ

りました。今回修了した全員が、目標達成

することを、職員一同期待しています。

（担い手支援科 福井 敏幸）

[研修修了の報告をする受講生]

＊国連の持続可能な開発目標。世界が抱える問題を解決

し、持続可能な社会をつくるための17の目標と169のタ

ーゲット(達成基準）からなる。



実習販売 １年生へバトンタッチ

秋以降、農学科２年生は卒業論文の作成

に追われるようになってきます。それに伴

って、毎週水曜日の午後に開催している実

習販売に立つ学生の顔ぶれも、ほぼ１年生

に入れ替わりました。

はじめのうちは、

もじもじして小さ

な声で呼び込みや

接客をしていた１

年生たちも、この

頃はかなり逞しく

なってきました。

とはいつつも、販

売開始３分前にな

って、ドタバタと

商品を準備をする

姿も見られたりし

ます。

あと数か月もす

ると、彼らは新１

年生を指導する優

しい（？）先輩に

なります。きっと

その頃には、グイ

グイと後輩たちを引っ張っていることでし

ょう。そんな姿を想像すると、思わず「が

んばれよ。」と声をかけたくなります。

（副校長 堤 公生）

[和耕寮(S棟)、数週間後に２年生は退寮します]

農大からのお知らせ

◇令和元年度卒業式◇

農学科の令和元年度卒業式を次のとおり

開催します。

・期 日：令和２年３月５日(木)

午前10時30分から

・場 所：中央教育棟３階 大講義室

・問合せ先：学務科（伊藤）0564-51-1602

◇生産物実習販売ごよみ◇

令和２年２月の生産物実習販売について

お知らせします。

・販売日：２月５日、12日、19日、26日

（祝日を除く毎週水曜日です。）

・時 間：午後３時から

・場 所：農業大学校体育館

※なお、袋入り堆肥の販売は、第２機械

庫前で牛ふん堆肥と鶏糞堆肥に限り

ます。

・問合せ先：農学科(山本) 0564-51-1673

校内でＣＳＦ（豚コレラ）防疫対策実施中

農大では、ＣＳＦ防疫対策を以下の

とおり実施中です。来校される皆様の

御理解と御協力をお願いします。

○畜舎のある衛生管理区域への関係

者以外の立入禁止

○農大内の主要な通行ポイントに消

毒用の消石灰を散布

○主要な教育施設の各出入口付近全

てに踏込消毒槽を設置(靴の消毒)

○関係車両等の消毒の徹底

（車両消毒槽、動力噴霧器）

○その他、諸防疫対策を実施

[接客中の学生たち 上から

鉢物・緑花木専攻、養豚・

養鶏専攻、切り花専攻]
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